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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検査対象者のＭＲＩ脳画像を入力する画像情報入力部、
　前記ＭＲＩ脳画像で領域別の脳皮質厚さを測定する脳厚さ測定部、
　測定された前記脳皮質厚さを年齢別の脳厚さ正常範囲にマッチングして、前記検査対象
者の生物学的脳年齢を算出する脳年齢算出部、
　正常対照群の年齢別の脳厚さ情報、脳疾患別の脳皮質が侵された領域の情報、前記検査
対象者の基本情報、前記検査対象者のＭＲＩ脳画像情報、前記検査対象者の健康問診表情
報のうち少なくともいずれか１つ以上の情報を格納する脳年齢情報部、
　検査対象者の基本情報および健康問診表情報を入力する検査対象者情報入力部、および
　前記脳年齢算出部により算出された検査対象者の脳年齢に応じた予測される特定脳疾患
情報を提供する脳疾患予測部を含み、
　前記脳疾患予測部は、
　予測された前記特定脳疾患情報に応じて前記検査対象者の健康問診表上での脳厚さの悪
化を招く個人別の生活習慣因子を導き出し、特定脳疾患を予防するための生活指針情報を
提供すること、
　を特徴とする生物学的脳年齢の算出装置。
【請求項２】
　前記脳年齢算出部は、
　年齢と脳皮質厚さに応じた脳萎縮程度を推定統計学的方法で適用した回帰式に検査対象
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者の脳皮質厚さを適用して検査対象者の脳年齢を算出することを特徴とする、請求項１に
記載の生物学的脳年齢の算出装置。
【請求項３】
　検査対象者の脳年齢算出結果を外部に表示する算出結果表示部をさらに含むことを特徴
とする、請求項１に記載の生物学的脳年齢の算出装置。
【請求項４】
　（ａ）生物学的脳年齢の算出装置の検査対象者情報入力部が、検査対象者の基本情報お
よび健康問診表情報を入力するステップ、
　（ｂ）生物学的脳年齢の前記算出装置の画像情報入力部が、検査対象者のＭＲＩ脳画像
を入力するステップ、
　（ｃ）生物学的脳年齢の前記算出装置の脳厚さ測定部が、前記ＭＲＩ脳画像で領域別の
脳皮質厚さを測定するステップ、
　（ｄ）生物学的脳年齢の前記算出装置の脳年齢算出部が、測定された前記脳皮質厚さを
年齢別の脳厚さ正常範囲にマッチングして、前記検査対象者の生物学的脳年齢を算出する
ステップ、および
　（ｅ）生物学的脳年齢の前記算出装置の脳疾患予測部が、前記（ｄ）ステップで算出さ
れた検査対象者の脳年齢に応じた予測される特定脳疾患情報を提供するステップ、
を含み、
　前記（ｅ）ステップは、
　（ｅ－１）前記脳疾患予測部が、予測された前記特定脳疾患情報に応じて前記検査対象
者の健康問診表上での脳厚さの悪化を招く個人別の生活習慣因子を導き出すステップ、お
よび
　（ｅ－２）前記脳疾患予測部が、特定脳疾患を予防するための生活指針情報を提供する
ステップをさらに含み、
　前記（ａ）ステップ前に、
　（ｇ）生物学的脳年齢の前記算出装置の脳年齢情報部が、正常対照群の年齢別、性別、
学歴別の脳厚さ情報と脳疾患別の脳皮質が侵された領域の情報を格納するステップをさら
に含むことを特徴とする、生物学的脳年齢の算出装置の作動方法。
【請求項５】
　前記（ｄ）ステップは、
　前記脳年齢算出部が、年齢と脳皮質厚さに応じた脳萎縮程度を推定統計学的方法で適用
した回帰式に検査対象者の脳皮質厚さを適用して検査対象者の脳年齢を算出するステップ
であることを特徴とする、請求項４に記載の生物学的脳年齢の算出装置の作動方法。
【請求項６】
　前記（ｅ）ステップ後に、
　（ｆ）生物学的脳年齢の前記算出装置の算出結果表示部が、検査対象者の算出された脳
年齢と予測される特定脳疾患情報を表示するステップ、および
　（ｈ）前記脳年齢情報部が、算出された脳年齢と予測される特定脳疾患情報を格納する
ステップをさらに含むことを特徴とする、請求項４に記載の生物学的脳年齢の算出装置の
作動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は生物学的脳年齢を算出する技術に関し、より詳しくは、検査対象者の脳ＭＲＩ
画像で領域別の脳皮質厚さを測定し、それを正常対照群情報と比較して生物学的脳年齢を
算出する装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に脳画像に対する具体的な定量的情報を提示するレベルでは技術として開示された
ことがある。しかし、従来技術は主に研究用として使用グループの平均値をもって利用さ
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れており、今のところ各個人に健康診断の次元で個人脳の脳萎縮情報を定量的に提示する
方法は実施されていないのが現状である。
【０００３】
　健康診断でＭＲＩが撮影されても脳疾患が発見されなければ、あえて検査対象者に現在
の脳健康状態に関する情報を提供しないため、使用者に定量的な情報が具体的に伝達され
ないという問題点がある。
【０００４】
　例えば、血液検査と尿検査などの結果数値は正常に対比した数値を提示して使用者が利
用することができるが、脳指標に関しては標準化された指標が存在しない。
【０００５】
　また、患者の診断においても具体的な指標を使って診断するよりは、撮影されたイメー
ジの定性的な判断に依存することにより、健康診断時、本人の現在の脳健康状態や今後の
脳疾患に関する定量化された情報を全く提供していないのが現状である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記のような従来の問題点を解決するために提案されたものであり、本発明
に係る生物学的脳年齢の算出装置の目的は、検査対象者のＭＲＩ脳画像で領域別の脳皮質
厚さを測定し、測定された脳皮質厚さに応じて検査対象者の生物学的脳年齢を数学的指標
として算出して提供する装置を提供することにある。
【０００７】
　他の目的は、脳年齢情報部をさらに含み、脳年齢を算出するための年齢別の脳厚さ情報
、脳疾患特性情報、検査対象者の基本情報、ＭＲＩ脳画像情報、健康問診表情報を格納管
理することにある。
【０００８】
　また他の目的は、脳疾患予測部をさらに含み、検査対象者の脳年齢に応じた特定脳疾患
情報を予測して提供することにある。
【０００９】
　また他の目的は、検査対象者別に予測された特定脳疾患情報に応じた危険な生活習慣因
子を導き出し、予防のための生活指針情報を提供することにある。
【００１０】
　本発明に係る生物学的脳年齢の算出方法の目的は、検査対象者の基本情報、健康問診表
情報、ＭＲＩ脳画像の入力を受け、領域別の脳皮質厚さ情報を測定して検査対象者の脳年
齢を算出して提供することにある。
【００１１】
　他の目的は、検査対象者の脳年齢の算出において、年齢と脳皮質厚さに応じた脳萎縮程
度を推定統計学的方法で適用した回帰式に検査対象者の脳皮質厚さを適用することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置は、検査対象者のＭＲＩ脳画像を入力する画像
情報入力部、前記ＭＲＩ脳画像に基づいて前記検査対象者の生物学的脳年齢の算出作業を
制御する脳年齢算出制御部、前記ＭＲＩ脳画像で領域別の脳皮質厚さを測定する脳厚さ測
定部、および測定された前記脳皮質厚さを年齢別の脳厚さ正常範囲にマッチングして、前
記検査対象者の生物学的脳年齢を算出する脳年齢算出部を含むことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置は、脳年齢算出制御部と連結され、正常
対照群の年齢別の脳厚さ情報、脳疾患別の脳厚さ侵犯領域情報、前記検査対象者の基本情
報、前記検査対象者のＭＲＩ脳画像情報、前記検査対象者の健康問診表情報のうち少なく
ともいずれか１つ以上の情報を格納する脳年齢情報部をさらに含むことを特徴とする。
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【００１４】
　なお、本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置は、脳年齢算出制御部と連結され、検査
対象者の基本情報および健康問診表情報を入力する検査対象者情報入力部をさらに含むこ
とを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置は、脳年齢算出制御部と連結され、前記
脳年齢算出部により算出された検査対象者の脳年齢に応じた予測される特定脳疾患情報を
提供する脳疾患予測部をさらに含むことを特徴とする。
【００１６】
　なお、本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置において、脳疾患予測部は、予測された
前記特定脳疾患情報に応じて前記検査対象者の健康問診表上での脳厚さの悪化を招く個人
別の生活習慣因子を導き出し、特定脳疾患を予防するための生活指針情報を提供すること
を特徴とする。
【００１７】
　本発明に係る生物学的脳年齢の算出方法は、（ａ）検査対象者情報入力部を用いて、検
査対象者の基本情報および健康問診表情報を入力するステップ、（ｂ）画像情報入力部を
用いて、検査対象者のＭＲＩ脳画像を入力するステップ、（ｃ）脳厚さ測定部を用いて、
前記ＭＲＩ脳画像で領域別の脳皮質厚さを測定するステップ、および（ｄ）脳年齢算出部
を用いて、測定された前記脳皮質厚さを年齢別の脳厚さ正常範囲にマッチングして、前記
検査対象者の生物学的脳年齢を算出するステップを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　以上で説明したように、本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置は、検査対象者のＭＲ
Ｉ脳画像で領域別の脳皮質厚さを測定し、測定された脳皮質厚さに応じて検査対象者の生
物学的脳年齢を数学的指標として算出することによって、健康診断時、検査対象者に正確
な脳健康状態を提供することができ、さらには早期脳健康検診に活用して脳疾患の予防を
可能にする効果がある。
【００１９】
　また、脳年齢を算出するための年齢別の脳厚さ情報、脳疾患特性情報、検査対象者の基
本情報、ＭＲＩ脳画像情報、健康問診表情報を体系的に管理できる効果がある。
【００２０】
　また、検査対象者の脳年齢に応じた特定脳疾患情報を予測することによって、現在の脳
厚さに応じて今後発病しうる脳疾患に対して警戒心を持って予防するための努力ができる
ようにする効果がある。
【００２１】
　なお、検査対象者別に予測された特定脳疾患情報に応じた危険な生活習慣因子を導き出
し、予防のための生活指針情報を提供することによって、検査対象者が脳疾患を予防する
ために積極的に生活習慣を改善できるようにする効果がある。
【００２２】
　本発明に係る生物学的脳年齢の算出方法は、検査対象者の基本情報、健康問診表情報、
ＭＲＩ脳画像の入力を受け、領域別の脳皮質厚さ情報を測定することによって検査対象者
の生物学的脳年齢を算出して提供することができ、健康診断時、退行性脳疾患の予測およ
び診断情報を提供できる効果がある。
【００２３】
　他の目的は、検査対象者の脳年齢の算出において、年齢と脳皮質厚さに応じた脳萎縮程
度を推定統計学的方法で適用した回帰式に検査対象者の脳皮質厚さを適用することによっ
て、正確な脳年齢の算出が可能であり、算出された脳年齢資料をもって正確な脳健康状態
を相談できる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
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【図１】本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置の全体構成を示す構成図である。
【図２】本発明に係る生物学的脳年齢の算出において、男性、女性、統合性別に応じた年
齢と脳皮質厚さの関連関係を示す図である。
【図３】本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置において、年齢と脳皮質厚さとの関係に
おける個人別の脳年齢算出の実施形態を示す図である。
【図４】本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置において、算出結果表示部の一実施形態
を示す図である。
【図５】本発明に係る生物学的脳年齢の算出方法の全体流れを示すフローチャートである
。
【図６】本発明に係る生物学的脳年齢の算出方法において、ステップＳ６０の詳細な流れ
を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置およびその算出方法を実施するための具
体的な内容を説明すれば次の通りである。
【００２６】
　図１は本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置の全体構成を示す図であり、生物学的脳
年齢の算出装置は、画像情報入力部１０、脳年齢算出制御部２０、検査対象者情報入力部
３０、脳厚さ測定部４０、脳年齢算出部５０、脳疾患予測部６０、脳年齢情報部７０およ
び算出結果表示部８０を含む。
【００２７】
　前記画像情報入力部１０は検査対象者のＭＲＩ脳画像を入力し、本発明に係るＭＲＩ脳
画像は検査対象者の脳領域別に皮質状態を確認できる画像が入力されることが好ましく、
前記画像情報入力部１０により入力されたＭＲＩ脳画像情報は前記脳年齢算出制御部２０
に送信される。
【００２８】
　前記脳年齢算出制御部２０は、前記ＭＲＩ脳画像に基づいて前記検査対象者の生物学的
脳年齢の算出作業を制御し、前記ＭＲＩ脳画像情報が伝達され、前記脳厚さ測定部４０に
領域別の脳皮質厚さ算出作業を要請することになる。
【００２９】
　前記検査対象者情報入力部３０は、前記脳年齢算出制御部２０と連結され、検査対象者
の基本情報および健康問診表情報を入力し、このような検査対象者情報入力部３０を介し
て入力されたＭＲＩ脳画像の検査対象者に関する識別が可能であり、検査対象者が作成し
た健康問診表情報を用いて今後発病しうる脳疾患情報に活用することができる。
【００３０】
　本発明において、前記基本情報は検査対象者の名前、年齢、性別、ＢＭＩ、医療保険証
番号、学歴情報のうち少なくともいずれか１つ以上を含み、前記健康問診表情報は検査対
象者の普段の生活習慣や過去の病名を含む現在の健康状態を確認できる情報をいう。
【００３１】
　前記脳厚さ測定部４０は、前記脳年齢算出制御部２０と連結され、前記ＭＲＩ脳画像で
領域別の脳皮質厚さを測定し、検査対象者の全体平均脳厚さと領域別の脳厚さを算出する
ことができ、算出された全体平均脳厚さと領域別の脳厚さは前記脳年齢算出制御部２０に
伝達する。
【００３２】
　前記脳年齢算出部５０は、前記脳年齢算出制御部２０と連結され、測定された前記脳皮
質厚さを年齢別の脳厚さ正常範囲にマッチングして、前記検査対象者の生物学的脳年齢を
算出し、本発明において、前記脳年齢算出部５０は、年齢と脳皮質厚さに応じた脳萎縮程
度を推定統計学的方法で適用した回帰式に検査対象者の脳皮質厚さを適用して検査対象者
の脳年齢を算出する。
【００３３】
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　すなわち、年齢別の正常対照群の被験者を対象にＭＲＩを撮影して、平均脳厚さおよび
領域別の脳厚さを算出し、正常対照群の年齢別の脳厚さを算出することができ、本発明の
実施形態においては、総被験者２５００人の平均脳厚さ値で図２（ｃ）のようなグラフを
導き出すことができ、これは図２（ａ）および図２（ｂ）のように、性別に応じて平均脳
厚さ情報を導き出すことができる。
【００３４】
　前記脳疾患予測部６０は、前記脳年齢算出制御部２０と連結され、前記脳年齢算出部に
より算出された検査対象者の脳年齢に応じた予測される特定脳疾患情報を提供する。
【００３５】
　すなわち、本発明において、図３のように正常対照群の年齢および脳皮質厚さ情報にマ
ッチングして脳年齢を算出し、同一の年齢に脳厚さ数値が低いＡという人と脳厚さ数値が
高いＢという人を比較すると、Ａという人は、健康問診表情報から、教育レベルが低く、
ＢＭＩが高く、高血圧、糖尿があり、お酒や喫煙をよくする人であることが確認され、Ｂ
という人は、教育レベルが高く、ＢＭＩが適正なレベルであり、高血圧、糖尿がなく、お
酒や喫煙をしない人であることが明らかになっており、現在の脳萎縮程度に応じて発病可
能な退行性脳疾患情報を提供することができる。
【００３６】
　このように前記脳疾患予測部６０は、予測された前記特定脳疾患情報に応じて前記検査
対象者の健康問診表上での脳厚さの悪化を招く個人別の生活習慣因子を導き出し、特定脳
疾患を予防するための生活指針情報を前記算出結果表示部８０を介して提供することがで
きる。
【００３７】
　前記算出結果表示部８０は、前記脳年齢算出制御部２０と連結され、検査対象者の脳年
齢算出過程を外部に表示し、本発明の実施形態においては、図４のように、検査対象者の
基本情報である名前、性別、年齢、検査日が表示され、脳年齢算出結果と脳疾患予測情報
を表示するようにした。
【００３８】
　また、検査結果に対して生物学的脳年齢の数値情報をリポートし、生活習慣の考慮のた
めに脳年齢と関連した因子および人々に個人別に可能性のある危険因子および保護因子を
提示し、正常範囲から外れる数値を知らせることができる。
【００３９】
　すなわち、本発明の実施形態のように、低体重でお酒をよく飲む人に、「貴方の現在の
脳年齢は６０才であって、貴方の実際年齢の５５才より５才多いです。貴方の脳年齢に老
化をもたらす可能性が高い危険因子は低体重でお酒をよく飲む習慣です。」という文句で
検査対象者が本人の脳年齢算出結果をより容易に理解できるようにした。
【００４０】
　前記脳年齢情報部７０は、前記脳年齢算出制御部２０と連結され、正常対照群の年齢別
、性別、学歴別の脳厚さ情報、脳疾患別の脳厚さ侵犯領域情報、前記検査対象者の基本情
報、前記検査対象者のＭＲＩ脳画像情報、前記検査対象者の健康問診表情報のうち少なく
ともいずれか１つ以上の情報を格納する。
【００４１】
　以上で説明したように、本発明に係る生物学的脳年齢の算出装置は、検査対象者のＭＲ
Ｉ脳画像で領域別の脳皮質厚さを測定し、測定された脳皮質厚さに応じて検査対象者の生
物学的脳年齢を数学的指標として算出することによって、健康診断時、検査対象者に正確
な脳健康状態を提供できる効果があり、さらには早期脳健康検診に活用して脳疾患の予防
を可能にする効果がある。
【００４２】
　図５は本発明に係る生物学的脳年齢の算出方法の全体流れを示す図であり、検査対象者
情報入力部３０を用いて検査対象者の基本情報および健康問診表情報を入力するステップ
（Ｓ１０）を実行し、本発明の実施形態において、前記ステップＳ１０で入力される基本
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情報は検査対象者の名前、年齢、性別、ＢＭＩ、医療保険証番号、学歴情報のうち少なく
ともいずれか１つ以上を含み、前記健康問診表情報は検査対象者の普段の生活習慣や過去
の病名を含む現在の健康状態を確認できる情報である。
【００４３】
　本発明に係る生物学的脳年齢の算出方法において、図面には示していないが、前記脳年
齢情報部に正常対照群の年齢別、性別、学歴別の脳厚さ情報と脳疾患別の脳厚さ侵犯領域
情報を格納するステップが先行される。
【００４４】
　次に、前記画像情報入力部１０を用いて、検査対象者のＭＲＩ脳画像を入力するステッ
プ（Ｓ２０）を実行し、前記脳厚さ測定部４０を用いて、前記ＭＲＩ脳画像で領域別の脳
皮質厚さを測定するステップ（Ｓ３０）を実行し、前記脳年齢算出部５０を用いて、測定
された前記脳皮質厚さを年齢別の脳厚さ正常範囲にマッチングして、前記検査対象者の生
物学的脳年齢を算出するステップ（Ｓ４０）を実行する。
【００４５】
　本発明において、前記ステップＳ４０は、年齢と脳皮質厚さに応じた脳萎縮程度を推定
統計学的方法で適用した回帰式に検査対象者の脳皮質厚さを適用して検査対象者の脳年齢
を算出する。
【００４６】
　次に、前記脳疾患予測部６０を介して前記ステップＳ４０で算出された脳年齢と前記ス
テップＳ１０で入力された検査対象者の基本情報と健康問診表情報を通じて、今後発病し
うる退行性脳疾患情報が存在するか否かを判断するステップ（Ｓ５０）を実行し、前記ス
テップＳ５０で退行性脳疾患情報が存在する場合、予測された脳疾患情報を提供するステ
ップ（Ｓ６０）を実行する。
【００４７】
　前記ステップＳ６０は、図６に示すように、予測される特定脳疾患情報を導き出し（Ｓ
６１）、予測された前記特定脳疾患情報に応じて前記検査対象者の健康問診表上での脳厚
さの悪化を招く個人別の生活習慣因子を導き出すステップ（Ｓ６３）、および特定脳疾患
を予防するための生活指針情報を提供するステップ（Ｓ６５）を実行する。
【００４８】
　次に、算出結果表示部８０に検査対象者の算出された脳年齢と予測される特定脳疾患情
報を表示するステップ（Ｓ７０）を実行し、前記脳年齢情報部７０に算出された脳年齢と
予測される特定脳疾患情報を格納するステップ（Ｓ８０）を実行する。
【００４９】
　以上で説明したように、本発明に係る生物学的脳年齢の算出方法を適用すれば、検査対
象者の基本情報、健康問診表情報、ＭＲＩ脳画像の入力を受け、領域別の脳皮質厚さ情報
を測定することによって検査対象者の生物学的脳年齢を算出して提供することができ、健
康診断時、退行性脳疾患の予測および診断情報を提供できる効果がある。
【００５０】
　以上、本発明の実施形態をもって説明したが、本発明の技術的思想が前記実施形態に限
定されるものではなく、本発明の技術的思想を逸脱しない範疇で様々な生物学的脳年齢の
算出装置およびその算出方法に実現されることができる。



(8) JP 6501801 B2 2019.4.17

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 6501801 B2 2019.4.17

【図５】

【図６】



(10) JP 6501801 B2 2019.4.17

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100106002
            弁理士　正林　真之
(74)代理人  100120891
            弁理士　林　一好
(72)発明者  ナ　ドゥク　エル．
            大韓民国　ソウル　１３５－８０６　ガンナム－グ　オンジュ－ロ　１１０　ナンバー５－１２０
            ５　（ゲポ－ドン　ギョンナム　アパートメント）
(72)発明者  ソ　サン　ウォン
            大韓民国　ソウル　１３５－７１０　ガンナム－グ　イルウォン－ロ　８１　ザ　デパートメント
            　オブ　ニューロロジー　（イルウォン－ドン）
(72)発明者  ソン　ジュン　キュン
            大韓民国　ソウル　１３６－０９０　ソンブク－グ　ウォルゴク－ロ　７７　ナンバー１０２－４
            ０３　（ジョンアム－ドン　レミアン　ラセント）
(72)発明者  キム　チャンス
            大韓民国　ソウル　１３５－８４２　ガンナム－グ　サムソン－ロ　６４－ギル　ナンバー１０２
            －５０３　（デチ－ドン　ジュンムン　ハイ　キャッスル　アパートメント）

    審査官  後藤　順也

(56)参考文献  米国特許出願公開第２０１２／０２９６１９４（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２０１１／０１２９１２９（ＵＳ，Ａ１）　　
              特開２００３－１３２１４３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２０９８６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１６／０１５５２２６（ＵＳ，Ａ１）　　
              山口修平，アンチエイジングにおける脳年齢評価の意味を探る，Angiotensin Research，２００
              ９年，第６巻、第２号，第４３－４７頁

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　５／０５５　　　
              Ｇ０１Ｒ　　３３／２０－３３／６４
              医中誌Ｗｅｂ


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

